
64 

 

３ 県民等の文化行政に関する意識調査結果                   

（１）調査の目的  

   群馬県文化振興指針の策定に当たって、本県の文化行政に対する県民等の意

識を調査しました。 

 

（２）調査対象 

① アンケート調査  

■個人 

  ・県内在住の満２０歳以上の男女（県民） 

２，０００標本 → ５１３標本（回収率２５．７％）  

    ・県内大学生 

       ４００標本 → ２０９標本（回収率５２．３％）  

   ・県内高校生 

      ４０１標本 → ４０１標本（回収率１００％）  

■企業 

・群馬県内に本社を置く企業（直近（平成２３年３月末まで）の売上高 

１０億円以上） 

１，５００標本 → ３８１標本（回収率２５．４％）  

       

■文化団体 

・県民芸術祭参加団体、市町村文化協会、県の後援事業実施団体、 

過去に県が助成した団体及び文化芸術・まちづくり NPO 法人 

  ４００標本 → １８６標本（回収率４６．５％） 

■文化施設 

・文化ホール６１施設及び美術館・博物館等８２館（県立を含む。）  

 １４３施設 →  ８３標本（回収率５８．０％）     

 

② 聞き取り調査 

２１ヵ所 → 県有施設 ９４２標本、県有施設以外 １，０８６標本  

        ※「県有施設」及び「県有施設以外」の区分は、聞き取り調査

を実施した場所 

       ※「県有施設」は、県立美術館・博物館５館、県有施設５施設 

       ※「県有施設以外」は、商業施設３施設、観光施設３施設、観

光地３ヶ所、中心市街地２ヶ所  

 

＜調査期間＞  

１ アンケート調査  平成 24 年 7 月～8 月  

２ 聞き取り調査   平成 24 年 7 月～8 月   
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【アンケート概要】 

 １ 群馬の文化イメージ  

    全区分において「古墳をはじめとした歴史文化遺産が多く存在している」(県

民 43.9％)が最も高い割合となっており、次いで高校生を除き「芸術文化活動（群

馬交響楽団、県民芸術祭など）が盛んである」(県民 32.6%)となっています。  

一方、「地域の文化資産が群馬の重要な観光資源となっている」(県民 12.3％)

や「文化を通じた地域づくり活動が進んでいる」(県民 4.9％)と回答した割合は

低く、地域の文化資産が観光・地域振興に結びついていないことがうかがえます。  
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59.8%
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6.1%

30.5%
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49.7%

35.4%
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21.8%

17.6%

11.1%
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13.7%

21.7%
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7.6%

6.4%
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0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

古墳をはじめとした歴史文化遺産が多く存在している

芸術文化活動（群馬交響楽団、県民芸術祭など）が盛んである

文化活動は盛んではない

地域での文化活動（発表会、展示会など）が盛んである

伝統芸能（農村歌舞伎、人形芝居、神楽、獅子舞など）が盛んである

わからない

地域における文化資産が群馬の重要な観光資源となっている

文化を通じた地域づくり活動が進んでいる

文化を通じた交流の機会が多い

文化が国際交流の重要な契機になっている

その他

群馬の文化イメージ

【県民・大学生・高校生・企業・文化団体・文化施設・県有施設・県有施設以外】

県民（n=513) 大学生（n=209） 高校生（n=401） 企業(n=367) 文化団体（n=186） 文化施設（n=82） 県有施設（n=942） 県有施設以外（n=1086）
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２ この 1 年間に鑑賞した文化芸術  

直接鑑賞した文化芸術は、県民では「文化遺産・歴史的構造物」（39.6％）、大

学生では「映画」（62.7％）となっています。一方、テレビ・ラジオなどで鑑賞し

た文化芸術は、全ての区分において「映画」が最も多くなっています。 
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4.5%

36.9%

5.3%
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0.3%

0.2%

0% 20% 40% 60% 80%

文化遺産・歴史的建造物

（建造物、遺跡、名勝地の文化財な…

美術

（絵画、版画、彫刻、工芸、写真など）

映画（アニメーションを除く）

音楽（オペラ、オーケストラ、室内楽、

合唱、吹奏楽、ジャズ、ポップスなど）

地域文化

（神楽、獅子舞、民俗行事など）

演劇（現代演劇、

人形劇、ミュージカルなど）

生活に係る芸術文化

（茶道、華道、書道など）

メディア芸術（映画を除く）（マンガ、

アニメーション、メディアアートなど）

芸能（講談、落語、謡曲など）

鑑賞したことはない

文学

伝統芸能（歌舞伎、能など）

舞踊（日本舞踊、バレエ、モダンダンス

、コンテンポラリーダンスなど）

国民的娯楽（囲碁、将棋など）

わからない

その他

直接鑑賞した文化芸術【県民・大学生・高校生・内閣府調査】

県民(n=513) 大学生(n=209) 高校生(n=401) 内閣府調査(n=1853)

舞踊（日本舞踊、バレエ、モダンダンス、

コンテンポラリーダンスなど）
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1.0%

32.1%

15.8%

17.2%

18.2%
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55.6%
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10.3%

23.2%

13.2%

12.4%
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0.3%

0.2%

0% 20% 40% 60% 80%

文化遺産・歴史的建造物

（建造物、遺跡、名勝地の文化財な…

美術

（絵画、版画、彫刻、工芸、写真など）

映画（アニメーションを除く）

音楽（オペラ、オーケストラ、室内楽、

合唱、吹奏楽、ジャズ、ポップスなど）

地域文化

（神楽、獅子舞、民俗行事など）

演劇（現代演劇、

人形劇、ミュージカルなど）

生活に係る芸術文化

（茶道、華道、書道など）

メディア芸術（映画を除く）（マンガ、

アニメーション、メディアアートなど）

芸能（講談、落語、謡曲など）

鑑賞したことはない

文学

伝統芸能（歌舞伎、能など）

舞踊（日本舞踊、バレエ、モダンダンス

、コンテンポラリーダンスなど）

国民的娯楽（囲碁、将棋など）

わからない

その他

テレビ・ラジオなどで鑑賞した文化芸術【県民・大学生・高校生・内閣府調査】

県民(n=513) 大学生(n=209) 高校生(n=401) 内閣府調査(n=1853)

舞踊（日本舞踊、バレエ、モダンダンス、

コンテンポラリーダンスなど）
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３ この１年間に文化芸術に関わる参加・支援などの活動 

  県民では、「地域の芸能や祭りへの参加」（23.4％）、「音楽、舞踊、華道、茶道、

書道などの習い事」（12.1％）の割合が高く、大学生では、「文学、音楽、美術、

演劇、舞踊、映画などの創作・参加」（25.8％）、「地域の芸能や祭りへの参加」

（22.0％）の割合となっています。 

  また、内閣府調査では、「特にない」（76.1％）となっていますが、今回の調査

からは、「特にない」（県民 36.8％、大学生 21.5％）となっており、県民が文化

活動に積極的に参加していることがうかがえます。 

 

 

 
23.4%

12.1%

11.9%

8.0%

5.1%

4.7%

4.1%

2.1%

36.8%

2.9%

22.0%

20.1%

25.8%

5.7%

5.7%

6.7%

1.4%

1.0%

21.5%

2.4%

10.1%

7.3%

7.4%

4.2%

1.9%

2.1%
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0% 20% 40% 60% 80%

地域の芸能や祭りへの参加

音楽、舞踊、華道、茶道、書道などの習い事

文学、音楽、美術、演劇、舞踊、映画などの

創作・参加

子どもの文化芸術体験のための支援活動

文化的行事（音楽祭、演劇祭、映画祭など）の

開催のための支援活動

文化施設（ホール・劇場、美術館・博物館等）に

おける支援活動

歴史的な建物や遺跡などを保存・活用するため

の支援活動

その他

特にない

わからない

文化芸術に関わる参加・支援などの活動【個人調査比較】

県民(n=513) 大学生(n=209) 内閣府調査(n=1853)
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４ 文化芸術活動を行う上での支障  

「時間的余裕がない」が県民(48.1％)、大学生(51.7％)ともにそれぞれ 1 番高

くなっていますが、「施設への交通が不便である」では、県民(10.5％)と大学生

(36.8％)では、26.3 ポイントもの差があります。 
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29.7%

21.1%

36.8%

10.5%

13.4%
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9.6%
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1.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

時間的余裕がない

文化活動に関する情報が少ない

特に支障はない

関心のある文化活動が少ない

入場料や使用料などが高い

一緒に活動する仲間がいない

施設への交通が不便である

施設を利用できる曜日などが限られている

助言・指導してくれる人がいない

練習場所や発表場所が身近にない

施設の開館時間が遅く、施設の閉館時間が早い

施設の規模（客席数、広さなど）が適当でない

その他

支障となる事柄【県民・大学生】

県民（n=513) 大学生（n=209）
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５ 文化芸術活動に関する情報媒体  

情報を得る媒体として、「新聞、広報」が県民(69.6％)、県有施設(47.7％)、県

有施設以外(49.4％)で最も高く、また、「Web サイト」が大学生(72.7％)、高校

生(52.6％)で最も高くなっています。  

  これに対し、情報を提供する媒体は、企業では「媒体は活用していない」(31.1％)、

文化団体では「チラシ、パンフレット」(68.8％)、文化施設では「チラシ、パン

フレット」「Web サイト」(86.6％)となっており、情報の提供・取得する媒体に

おいて相違があることがうかがえます。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６ 文化団体が企業に期待する支援と企業ができる支援  

文化団体が企業に期待する支援は、「資金援助」(64.5％)が最も高く、次い  

 で「広報支援」(39.2％)となっています。  

  これに対し、企業が支援をできることでは「資金援助」(46.0％)が最も高く、  

 次いで｢支援できることはない｣(22.0％)、「広報支援」(15.6％)となっており、  

 文化団体の要望と企業が支援をできることはある程度合致していることがうかが

えます。  
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情報を提供する媒体

【企業・文化団体・文化施設】

企業(n=132) 文化団体(n=186) 文化施設(n=82)
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テレビ、ラジオ

Webサイト（ホームページ）

ポスター

情報誌（フリーペーパーなど）

ブログ

Facebook（フェイスブック）

Twitter（ツイッター）

その他

媒体は活用していない

情報を得る媒体

【県民・大学生・高校生・県有施設・県有施設以外】

県民（n=513) 大学生（n=209）
高校生(n=401) 県有施設（n=942）
県有施設以外（n=1086）
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15.6%

11.6%

15.1%

8.5%

3.4%

22.0%

4.0%
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0% 20% 40% 60% 80% 100%

支援をできること

【企業】 (n=378)

64.5%

39.2%

24.7%

17.7%

15.6%

14.0%

9.7%

3.2%

1.1%

0%20%40%60%80%100%

企業に期待する支援

【文化団体】 (n=186)

資金援助

（協賛・寄附）

広報支援

（広報誌やインターネット

での紹介など）

練習や発表の場の提供

（会議室・体育館・ロビーなど

の施設の提供）

マンパワーの提供

（社員による文化活動

への参加・支援）

製品・サービスの提供

（パンフレットの印刷、

商品の提供など）

顕彰制度

（音楽コンクール、絵本コンテスト

、美術賞、文学賞など）

支援できることはない

技術・ノウハウの提供

（ビジネススキルの提供など）

その他
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７ この 1 年間の文化芸術活動に関わる寄附  

企業については 30.2％が寄附をしたと回答しており、県民では約１割の人が寄

附をしています。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

８ 県民の文化活動に対する今後の支援 

「支援を行いたい」と「支援を検討したい」を合わせると５割を超えており、県

民の文化活動に対する支援を前向きに行いたいと回答しています。  
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97.6%

69.8%

89.2%

87.9%

83.5%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

県民

(n=505)

大学生

(n=208)

企業

(n=371)

文化団体

（n=185）

県有施設

（n=935）

県有施設以外

（n=1074）

寄附の有無

【県民・大学生・企業・文化団体・県有施設・県有施設以外】

はい いいえ

16.2% 39.2% 19.6% 24.9%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

今後の支援活動の意向【企業】 (n=357)

支援を行いたい 支援を検討したい 支援は難しい わからない
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９ 文化芸術活動に関わる寄附を行う人や企業を増やすための方法  

県民では「寄附金の収支が明確になること」(39.6％)、 大学生では「寄附先の

情報が積極的に提供されること」(49.3％)となっています。  

  他方、企業(55.6％)、文化団体(48.4％)、文化施設(39.0％)では「寄附に対す

る控除など納税の際の優遇措置」が最も高くなっています。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

39.6%

34.9%

32.4%

27.1%

24.4%

17.7%

11.5%

6.8%

3.9%

3.5%

42.1%

24.4%

49.3%

21.1%

22.0%

9.1%

33.5%

10.0%

7.2%

2.4%

36.0%

55.6%

32.3%

20.1%

9.8%

8.7%

4.0%

15.1%

4.8%

4.0%

14.0%

48.4%

37.1%

14.0%

10.2%

15.6%

8.6%

29.0%

6.5%

4.8%

17.1%

39.0%

31.7%

26.8%

15.9%

19.5%

17.1%

22.0%

9.8%

3.7%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

寄附金の収支が明確になること

寄附に対する控除など、

納税の際の優遇措置

寄附先（文化芸術団体など）の

情報が積極的に提供されること

寄附金が使われる分野・内容を

指定できるようにすること

寄附先から提供される

特典が充実すること

わからない

インターネット上での決済など、

寄附の方法が簡易になること

寄附者一覧が広報紙に掲載されるなど、

寄附者に対する謝意の表し方を充実させること

寄附先が寄附金と同額を上乗せして

文化活動を支援する仕組みをつくること

その他

寄附が増えるための方法【県民・大学生・企業・文化団体・文化施設】

県民（n=513) 大学生（n=209） 企業(n=378) 文化団体（n=186） 文化施設（n=82）
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10 この 1 年の美術館・博物館の利用回数  

  県民(53.8％)、県有施設(75.4％)、県有施設以外(58.7％)とも、半数以上の人

がこの１年間に美術館・博物館を１回以上利用したことがあると回答しています。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

11 この 1 年間の文化芸術の鑑賞などでの文化ホールの利用回数 

県民(47％)、県有施設(55.8％)、県有施設以外(46.2％)では、ほぼ半数近くの

人がこの１年間に文化ホールを１回以上利用したことがあると回答しています。  

34.7%

32.2%

35.4%

40.8%

33.4%

11.1%

6.8%

8.1%

12.1%

10.3%

1.2%

0.5%

2.0%

2.9%

2.5%

53.0%

60.5%

54.4%

44.2%

53.8%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

県民

(n=487)

大学生

(n=205)

高校生

(n=395)

県有施設

（n=890）

県有施設以外

（n=1060）

群馬県内の文化ホールへの訪問回数

【県民・大学生・高校生・県有施設・県有施設以外】

１～２回 ３～５回 ６回以上 行ったことがない
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

38.9%

31.2%

26.1%

45.9%

40.0%

26.8%

12.9%

7.8%

4.3%

21.4%

15.5%

11.5%

2.0%

2.4%

1.0%

8.1%

3.2%

3.9%

46.2%

58.5%

68.6%

24.6%

41.4%

57.5% 0.3%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

県民

(n=489)

大学生

(n=205)

高校生

(n=395)

県有施設

（n=899）

県有施設以外

（n=1047）

内閣府調査

(n=1853)

群馬県内への美術館・博物館への訪問回数

【県民・大学生・高校生・県有施設・県有施設以外】

１～２回 ３～５回 ６回以上 行ったことがない わからない
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12 今まで以上に、県内の美術館・博物館・文化ホールに行くために必要なこと 

県民では「展覧会・催し物の開催に関する情報をわかりやすく提供する」

(40.9％)、大学生では「全国的あるいは世界的に著名な芸術家などの展覧会・催

し物が開催される」(49.8％)、高校生、県有施設、県有施設以外では「入場料や

使用料が安くなる」がそれぞれ 47.4％、39.7％、33.5％と、それぞれ最も高く

なっています。  

  これに対し、文化施設の利用増に向けた取組では「文化活動に関する情報の提

供」(72.0％)が最も高く、次いで「設備を充実する」(57.3％)となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

40.9%

40.5%

38.0%

23.8%

17.5%

15.6%

11.9%

8.8%

6.6%

5.5%

5.5%

9.2%

35.9%

49.8%

37.3%

35.9%

16.7%

21.1%

14.8%

9.1%

9.1%

1.9%

2.4%

8.6%

21.4%

31.9%

47.4%

31.9%

9.2%

12.2%

11.7%

20.7%

16.7%

5.5%

8.0%

2.5%

32.2%

34.2%

39.7%

29.8%

19.1%

17.3%

11.6%

9.6%

9.7%

3.2%

5.3%

6.1%

31.2%

33.5%

33.5%

27.0%

18.2%

14.5%

11.0%

8.0%

8.4%

3.7%

6.4%

5.7%

0% 20% 40% 60% 80%

展覧会・催し物の

開催に関する情報を

わかりやすく提供する

全国的あるいは世界的に

著名な芸術家などの

展覧会･催し物が開催される

入場料や使用料が安くなる

住んでいる地域やその近くに

博物館・美術館・

文化ホールができる

地域にゆかりのある

芸術家などの展覧会・

催し物が開催される

作品の解説や

ワークショップの開催など

作品に親しむ機会が充実する

開館時間が早くなり、

閉館時間も遅くなる

混雑を解消する

バリアフリーを導入する

特にない

わからない

その他

今まで以上に利用するために必要なこと

【県民・大学生・高校生・県有施設・県有施設以外】

県民（n=513) 大学生（n=209） 高校生(n=401)

県有施設（n=942） 県有施設以外（n=1086）

開館時間が早くなり、

閉館時間も遅くなる

全国的あるいは世界的に著名

な芸術家などの展覧会･催し物

が開催される

展覧会・催し物の開催に関す

る情報をわかりやすく提供する

住んでいる地域やその近くに

博物館・美術館・文化ホールが

できる

地域にゆかりのある芸術家など

の展覧会・催し物が開催される

作品の解説やワークショップの

開催など作品に親しむ機会が

充実する

72.0%

57.3%

29.3%

20.7%

14.6%

14.6%

3.7%

1.2%

1.2%

1.2%

14.6%

0% 20% 40% 60% 80%

文化活動に関する情報の提供

設備を充実する

施設への交通の利便性の向上

一緒に活動する仲間の情報の

提供

入場料や使用料などを安くする

助言・指導してくれる人の情報

の提供

特に取り組む必要はない

施設の１回の利用可能時間を

長くする

施設の開館時間を早くし、閉館

時間を遅くする

休館日を少なくする

その他

利用増に向けた取組【文化施設】 (n=82)

一緒に活動する仲間の情報の

提供

施設の１回の利用可能時間を

長くする

施設の開館時間を早くし、閉館

時間を遅くする

助言・指導してくれる人の情報

の提供
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13 文化振興に関する施策の満足度と重要度  

  県民では「上毛かるたや群馬交響楽団などの群馬特有の文化の振興」が満足度・

重要度ともに高くなっています。  

  その他の項目については、重要度はすべて高くなっていますが、満足度はすべ

て低くなる結果となりました。 

中でも「次世代を担う子どもたちが文化芸術に触れる機会の提供」は重要度は二

番目ですが、満足度はかなり低い結果となっています。   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

大学生でも「上毛かるたや群馬交響楽団などの群馬特有の文化の振興」が満足度・

重要度ともに高く、次いで「伝統文化、有形・無形の文化財や歴史的な文書・記録

の保存・活用（世界遺産などへの登録等を含む）」となっています。  

 重要度では「次世代を担う子どもたちが文化芸術に触れる機会の提供」が最も高

く、満足度では「自主的に文化活動を行うための機会の充実」が最も低くなりまし

た。  
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0.00 0.20 0.40 0.60 0.80 1.00 1.20 1.40

施策の重要度・満足度【県民】

低 い 高 い重要度

高

い

低

い

満
足
度

AB

C

DEF G
H

IJKL.
MNO-0.40-0.200.000.200.400.600.801.00

0.000.200.400.600.801.001.201.40

A. 自主的に文化活動を行うための機会の充実

B. 音楽、美術、写真、書道、茶道、華道などの芸術文化の振興

C. 上毛かるたや群馬交響楽団などの群馬特有の文化の振興

D. 地域の文化資産を活かしたまちづくりや観光・地域振興

E. 県民がスポーツ文化や自然科学などに親しむ機会の提供

F. 文化の重要な支え手である高齢者の文化活動の充実や

障害者が文化活動に参加しやすい環境づくり

G. 次世代を担う子どもたちが文化芸術に触れる機会の提供

H. 文化施設での優れた芸術文化の鑑賞機会の充実

I. 芸術家（アマチュアを含む）や文化団体、文化活動を支援する者など文化振興を推進する

人材･団体の育成･支援

J. 県民が練習や発表など文化活動を行う場所の充実

K. 県民や企業、大学などと協働して文化振興施策を推進するための支援体制の整備

L. 文化活動で顕著な成果を収めた者や文化の振興に寄与した者への顕彰

M. 伝統文化、有形・無形の文化財や歴史的な文書・記録の保存・活用

（世界遺産などへの登録等を含む）

N. 文化に関する情報の収集や発信

O. 文化を通じた地域間交流や国際交流の推進

A
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D
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F
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N
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施策の重要度・満足度【大学生】

低 い 高 い重要度

高

い

低

い

満
足
度

AB

C

DEF G
H

IJKL.
MNO-0.40-0.200.000.200.400.600.801.00

0.000.200.400.600.801.001.201.40

A. 自主的に文化活動を行うための機会の充実

B. 音楽、美術、写真、書道、茶道、華道などの芸術文化の振興

C. 上毛かるたや群馬交響楽団などの群馬特有の文化の振興

D. 地域の文化資産を活かしたまちづくりや観光・地域振興

E. 県民がスポーツ文化や自然科学などに親しむ機会の提供

F. 文化の重要な支え手である高齢者の文化活動の充実や

障害者が文化活動に参加しやすい環境づくり

G. 次世代を担う子どもたちが文化芸術に触れる機会の提供

H. 文化施設での優れた芸術文化の鑑賞機会の充実

I. 芸術家（アマチュアを含む）や文化団体、文化活動を支援する者など文化振興を推進する

人材･団体の育成･支援

J. 県民が練習や発表など文化活動を行う場所の充実

K. 県民や企業、大学などと協働して文化振興施策を推進するための支援体制の整備

L. 文化活動で顕著な成果を収めた者や文化の振興に寄与した者への顕彰

M. 伝統文化、有形・無形の文化財や歴史的な文書・記録の保存・活用

（世界遺産などへの登録等を含む）

N. 文化に関する情報の収集や発信

O. 文化を通じた地域間交流や国際交流の推進
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14 文化の担い手について 

一人一人が文化の担い手になることは大事だと思うかについては、全区分で「は

い」を選択した割合が 80％を超えており、一人一人が文化の担い手になることは

大事だと考えている人が多いことがうかがえます。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

15 文化活動の自主性を尊重しつつ、活動が継続して行われていくために必要なこ

と  

   すべての区分において「誰もが自主的に文化芸術活動に参加しやすい環境づく

り」が最も高くなっており、次いで「文化活動を支援する人材や団体の育成」と

なっています。  

  県民、大学生、企業、文化団体、文化施設では県民の文化活動のために必要な

ことは同様の考えであることがうかがえます。 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

84.7%

92.2%

89.4%

98.9%

100%

15.3%

7.8%

10.6%

1.1%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

県民(n=502)

大学生(n=205)

企業(n=357)

文化団体（n=183）

文化施設（n=78）

一人一人が文化の担い手になることは大事か

【県民・大学生・企業・文化団体・文化施設】

はい いいえ

55.6%

42.7%

41.7%

22.0%

16.2%

16.2%

8.8%

3.7%

63.2%

49.3%

38.3%

23.4%

26.3%

32.5%

3.3%

1.4%

52.6%

39.0%

37.9%

15.8%

24.3%

11.2%

10.1%

2.5%

59.1%

43.5%

40.9%

21.0%

30.6%

26.3%

2.2%

5.4%

67.1%

62.2%

51.2%

19.5%

24.4%

30.5%

2.4%

3.7%

0% 20% 40% 60% 80%

誰もが自主的に文化芸術活

動に参加しやすい環境づくり

文化活動を支援する人材や

団体の育成

文化活動に関する情報発信

の充実

文化活動を支援する行政か

ら独立した専門機関の設置

文化活動を支援するための

寄附制度の充実

多様な文化活動を行ってい

る者同士の交流

わからない

その他

県民の文化活動のために必要なこと

【県民・大学生・企業・文化団体・文化施設】

県民（n=513) 大学生（n=209） 企業(n=367)
文化団体（n=186） 文化施設（n=82）


